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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

３講座ともに受講生は意欲的に参加し、アンケートからは受講してよかった、とても参考になったとの意見が多数寄せられている。

旬の加工塾及び食ごよみ実践講座が８割以上の出席率であるのに比べると、あぐり女学院は平均出席率が低い傾向にある。

改革改善

の考え方

①問題

点

農村女性の後継者となる人材の育成が必要である。

②改革

提案

あぐり女学院については、、JAみなみ信州山本支部の大豆トラスト運動と連携し農村女性との交流を図る必要がある。

75

総事業費①+② 1,490 387 1,510

人件費計（千円）② 1,153 1,153

367

正規職員所要時間 300 300

臨時職員所要時間 75

一般財源 20 288 257

その他 317 99 100

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 337 387 357 367 〔24 特定財源〕 （そ） ふるさと水と土保全基金利子

〔25 特定財源〕 （そ） ふるさと水と土保全基金利子

25年度予算額 特定財源内訳、補足

99

268

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　農村女性活動支援

　（１）飯田あぐり女学院：大豆栽培を中心とした農業と食の加工等を行い

農業の魅力を伝える講座

　（２）旬の加工塾：地域の特産物の加工方法の習得により旬の伝承人を

育成する講座

　（３）食ごよみ実践講座：食ごよみに沿った行事食や伝統食の実践を行い

後世に伝えていく講座

　（４）農村女性グループ支援

２　農業・農村における男女共同参画の推進

　（１）「飯田市農業・農村男女共同参画推進協議会」の活動支援

１

　（１）講座の回数、人数

　（２）講座の回数、人数

　（３）講座の回数、人数

１

　（１）　12回、30人

　（２）　 ８回、28人

　（３）  10回、36人

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

女性が自らの意志によって農業経営及びこれに関連する活動に参画できる環境を整備し、農業・農村における男女共同参画を推進する。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

79 80 80

指標名及び単位 24年度計画

副指

標

講座出席率（％） 78

28年度見込み

講座受講者（人） 94

意図（どういう状態

にするか）

講座受講を通して農業の魅力を認識してもらい、農産加

工・販売、就農、伝承活動等を始めるきっかけにしてもら

う。

向上させたい上位施

策の成果指標

新規就業者（新卒者のみ）（人）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 講座受講者（人）

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 13 新しい力による新しい産業づくり

基本計画上

の位置づけ

政策 1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

課等名 農業課 係等名 農村振興係

事業種別 政策 開始 13 終了

事務事業名

会計 一般会計

農村女性活力増進事業

13 事業№ 23 27平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 1 施策№


